
平成 30 年 10 月 30 日 

各 位 

会 社 名 株式会社コロナ 

代表者名 代表取締役社長 小林 一芳 

（コード:5909、東証第一部） 

問合せ先 執行役員広報室部長 杉本 昌義 

（℡．0256－32－2111） 

 

連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 30 年５月９日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 31 年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 30 年４月 1日～平成 31 年３月 31 日） 

 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当 期 純 利 益 

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (A) 85,800 2,700 2,900 2,100 71 円 59 銭

今 回 修 正 予 想 (B) 86,400 2,200 2,400 1,700 57 円 95 銭

増減額(B - A) 600 ▲500 ▲500 ▲400 ―

増減率(％) 0.7 ▲18.5 ▲17.2 ▲19.0 ―

（ 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成 3 0 年３月期） 82,115 2,635 2,875 2,104 71 円 73 銭

 

２．修正の理由 

第３四半期以降は、石油ファンヒーター、ポータブル石油ストーブ、寒冷地向け大型石油暖房

機などの石油暖房機器や遠赤外線電気暖房機の販売拡大に注力するとともに、市場環境の変化に

対応しルームエアコンや住宅設備機器の販売と複合提案を強化します。これにより、通期の売上

高につきましては、当初予想を上回る見込みです。 

一方、鉄、非鉄金属、原油などの素材高騰で原材料価格がさらに上昇し、災害の影響により物

流費も増加している状況などから、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につ

きましては当初予想を下回る見込みです。 

 

 
※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


